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在日韓国人にとって民族団体の現代的意義は何か
― 在日本大韓民国青年会参加者の事例の考察 ―

木下　佳人

１　はじめに

1.1　本稿の目的
　本稿の目的は、在日韓国人 1）青年が民族団体に参加するまでの過程を考察し、民族団体の現代的
意義を明らかにすることである。そして、民族団体の現代的意義を踏まえた観点が、民族団体を対象
とした研究においていかなる有効性をもつのかを検討する。
　在日韓国人は日本で最も歴史のあるエスニック集団の 1 つであり、1920 年代には国内に集住地区
が形成されていった（水野・文 2015 : 32）。そこで彼らは異国である日本で生活を送り、文化を守る
ために、互助組織や自主的な教育機関といった団体を結成した（水野・文 2015 : 33-6）。現在も在日
韓国人による民族団体は数多く存在している。有名なものとしては朝鮮学校があるが、その他にも育
英事業を行う朝鮮奨学会や、ハングル講座や在日韓国人の歴史に関する学習会を行う青年団体である
在日コリアン青年連合 2）、キリスト教系団体である在日本韓国 YMCA など多種多様な民族団体があ
る。また、団体の規模や地理的範囲も多岐にわたっており、全国規模の団体から、都道府県単位やよ
り小さな地域を単位とした団体も存在している。
　在日韓国人による民族団体のなかでも、在日本大韓民国民団（民団）は、最も大規模な団体の 1つ
であり、在日社会における代表的な民族団体である。これまで民団は、在日韓国人が差別撤廃や権利
獲得を目標とした社会運動を展開するうえで中核的な役割を担っており（山脇 2001）、在日社会に影
響を与えてきた。
　しかし、民団の現況に目を向けると、在日韓国人の「組織離れ」が指摘されているように（松岡 
2014 : 173）、その規模は縮小傾向にある。組織離れの背景には、ダブル・帰化者の増加といった在日
社会内部の多様化と、民団を始めとした従来から存在している民族団体が掲げる本質主義的な民族観
との乖離があると指摘されてきた。本質的な民族観とは、「血統、言語、国籍、文化的同一性などと
いった客観的指標にもとづいて民族が定義される」ことであり、団体内部においては、このような指
標によって民族が定義される傾向が強かった（李 2016 : 41）。そして、本質主義的な民族観が、ダブ
ルや帰化者の人びとを周縁化し、排除してきたという負の側面が指摘されてきた（金 1999 : 127-8 ; 
柏崎 2007 : 205）。李洪章は、本質主義的な民族観は「在日朝鮮人の現状を捉える概念としても、在
日朝鮮人の共同性の求心力としても、もはや説得力をもたない」（李 2016 : 42）という。このような
状況を受けて、在日研究では、本質主義的な民族の枠には収まらない、個人の経験の多様性に注目し
た研究が行われている（川端 2013 ; 李 2016）。これらの研究は、在日社会の多様化という社会状況
を念頭に、個人の経験の多様性を明らかにすることを目的としている。
　上記した民族団体への批判や組織離れといった議論は、主に民団や、朝鮮系の民族団体である「在
日本朝鮮人総聯合会」（総聯）といった、古くから存在している民族団体を念頭に置いたものである
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ことが多い 3 ）。しかし、現在もこれらの団体に積極的に参加している人びとがいることも事実である。
それにもにもかかわらず、彼・彼女たちの経験が主題化されることは少なかった。そこで本稿では、
こうした人びとに注目し、組織離れが進行している状況にもかかわらず、参加者はなぜ民族団体に参
加するのか、その背景にはいかなる経験が存在しているのか、といったことを考察する。このような
問題関心から参加者に注目することで、現代の在日韓国人の多様な経験の一端を理解することができ
ると考えた。
　また、参加者の経験に注目することによって、民族団体が参加者に対して果たしている現代的意義
を捉えることができると考えられる。これまで、民団を始めとした従来からの民族団体に関して、そ
の排除性や、組織離れが指摘されることは多いが、現代的意義に関する検討はほとんど行われてこな
かった 4）。しかし、現在も参加者がいることを踏まえると、民族団体は何らかの意義を有しているの
ではないだろうか。民族団体の現代的意義を明らかにすることで、組織離れの文脈で指摘されている、
衰退している側面とは異なる一面を捉えることができると考えられる。
　以上の問題関心にもとづいて、本稿では民族団体のなかでも、民団の傘下団体である「在日本大韓
民国青年会」（青年会）に参加している在日韓国人青年 2 名の事例をもとに、民族団体への参加過程
を考察する。また、参加過程を考察することで、民族団体が参加者に対して果たしている現代的意義
を示す。この方法を採用した理由は、民族団体への参加過程に注目することで、参加者が民族団体に
求めているものを、個人の経験に即して捉えることができると考えたからである。そして、これらの
作業をもとに、民族団体を対象とした研究において、民族団体の現代的意義を踏まえた観点とはどの
ようなもので、いかなる有効性をもつのかを検討する。
　
1.2　在日社会における民団の位置づけ
　本稿では、民団の傘下団体である青年会に注目していく。ここではまず、民団がいかなる団体で、
なぜ在日韓国人の民族団体の代表として位置づけることができるのかを説明する。そして、なぜ本稿
で青年会に注目するのかを説明する。
　民団は 1946 年に発足した在日本朝鮮居留民団を前身とする団体である。従来、韓国籍を持つ人し
か団員になることはできなかったが、現在では朝鮮半島にルーツを持つ人びとであれば団員になるこ
とができる。2021 年の団員世帯数は 73,763 世帯である。2020 年に行われた国勢調査によると、韓国
籍・朝鮮籍の人が世帯主である世帯数はおよそ 20 万世帯であるが、これを踏まえると民団の規模の
大きさが分かるだろう。民団がこれほど大規模な民族団体である理由は、2008 年までパスポートの
発給業務を行っていたからである。在日韓国人がパスポートの申請や更新を行う際に、窓口で民団に
加入することが多かった。
　民団の組織構造は「中央本部」、「地方本部」、「支部」の 3層構造になっている。中央本部は全国的
な活動方針の策定や、地方本部や傘下団体への活動費予算の割り振りなどを行っており、民団全体を
束ねる立場である。しかし、一般の団員にとって身近なのは地方本部や支部である。地方本部は都道
府県を単位に設置されており、全国 47 都道府県に 48 地方支部が設置されている 5）。活動としては、
毎年 8 月 15 日には日本の植民地支配からの解放を祝う「光復節」の式典や、新成人を対象とした

「成人式」、民族祭りである「10 月マダン」といった催しを行っている。また、地方本部によっては
奨学会や、弁護士や司法書士に行政手続きなどについて相談することができる「生活相談センター」
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を設けている。
　地方本部よりも小さなまとまりである支部は、概ね行政市区町村を単位に設置されており、2021
年では全国に 258 支部設置されている。支部の活動で一般的なものは、韓国語教室、民謡や伝統楽器
などの芸術文化教室、映画鑑賞会である。聞き取りを行った範囲では、参加者は高齢者が多く、高齢
の在日韓国人に居場所や交流の場を提供する親睦的・社会福祉的な機能を担っている 6）。
　民団の特徴は、在日韓国人の社会運動において中心的な役割を果たしてきたという点である。特に、
1970 年代以降にこうした動きが活発となった。1974 年に民団大阪地方本部が公営住宅差別撤廃や国
民年金の適用などの要望書を大阪府に提出したのを皮切りに、1978 年には、「民団中央本部が差別撤
廃要求中央大会を開き、『行政差別撤廃に関する要望』を採択し、福田首相ほか各政党党首に送り、
全国の民団地方本部は、各地方自治体の首長にも提出した」（山脇 2001 : 305）。その後も、1990 年
代以降は地方参政権の獲得を最重要課題としており、2009 年にも東京で 1000 人規模のデモ行進を
行った。
　ここまでの説明を踏まえると、民団の特徴を以下のようにまとめることができる。まず、民団は在
日韓国人による民族団体のなかでも最も大きな規模の団体の 1つである。加入世帯の数が多いだけで
はなく、全国に会員がおり、地理的な広がりを持っている。これが、民団を在日韓国人の民族団体の
代表として位置づける最も大きな理由である。
　また、活動内容が多岐にわたっていることも特徴である。実際の活動は地方本部や支部ごとに異
なっているので、容易にまとめることはできないが、語学教室や親睦活動、社会福祉活動といった、
比較的小規模なものは支部が行い、社会運動や各種の式典といった比較的大規模なものは地方本部や
中央本部が主体となって行う傾向がある。特に、社会運動は、在日韓国人に関連する社会問題の解消
を目的としたものであり、在日韓国人の生活に大きな影響を与えてきた。もっとも、近年は大規模な
社会運動が行われることは少なく、支部での親睦活動が中心的な活動となっている。
　このように、民団は在日韓国人の民族団体の代表的なものであるが、現在では組織離れという問題
を抱えている。民団が公表している資料によると、1977 年には 383 の民団支部が全国に存在してい
たが、2021 年には 258 まで減少している。また、2021 年の団員世帯数がおよそ 73,000 世帯であると
述べたが、2000 年の団員世帯数は 114,689 世帯であった（在日本大韓民国民団 2022）。これらの数字
をみても、組織離れが進行していることが分かる。
　また、民団の傘下団体についてみていくと、若い世代の在日韓国人による団体では、急速に組織離
れが進んでいる。たとえば、18 歳から 35 歳の人びとからなる青年会は、2012 年には 21 都府県に地
方本部を設置していたが、2022 年には 9 都府県へと減少している。会員数は、会員になることがで
きる年齢が、30 歳から 35 歳に引き上げられた直後の 2014 年には 671 名であったが、2022 年には
470 名へと減少している 7）。
　本稿では、青年会参加者の事例を考察していくが、青年世代の在日韓国人は組織離れが顕著に進ん
でいる層だと位置づけることができる。よって、青年会参加者の事例は、組織離れが進展しているな
か、なぜ民族団体に参加するのか、という問いを考えるにあたって適切だと考えられる。
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２　先行研究

　ここでは先行研究をもとに、民族団体への参加過程について検討していく。先行研究のなかでも、
1993 年に福岡安則と金明秀が中心となって行った「第 3次在日韓国人青年意識調査」（「第 3次調査」）
は、民族団体への参加過程を検討する際に参考になる。「第 3 次調査」によると、調査対象者である
在日韓国人青年のうち、半数以上は民族団体の活動に参加した経験がある。そして、彼らは民族団体
が他の在日韓国人との出会いの場となることを望んでいる（福岡・金 1997 : 65）。たとえば、「あな
たはどういうことがしたくて青年会に参加するようになりましたか」という質問に対する回答では、

「同胞の友人が欲しかったから」という回答が 20.9％と最も多い。この数字は、次点の「母国語を学
びたかったから」の回答である 5.6％よりもはるかに大きい（福岡・金 1997 : 208）。
　「第 3次調査」は現在から 30 年前に行われた調査であるが、在日韓国人が民族団体に他の在日韓国
人との出会いを求めているという点は近年でも変化していない。2013 年に行われた「第 4 次在日韓
国人青年意識調査」によると、「民族団体に期待するもの」として「大勢の同胞と楽しく出会える場」
を挙げる人が最も多い（趙・金 2014 : 33）。
　それでは、どのような人びとが他の在日韓国人との出会いを求めるのだろうか。この点に関しては、
永吉希久子による分析が参考になる。永吉によると、「同胞友人数」や「民族団体活動参加」、「被差
別経験」が、「同胞友人希望」に対して正の効果をもつ（永吉 2014 : 21）。
　この結果について、永吉は以下のように説明している。まず、「同胞友人数」が多い人ほど、「同胞
友人希望」を持つ傾向にある。これは、同胞友人が多い人ほど、さらに同胞友人を増やしたいと考え
ていることを示している。また、永吉は、「民族団体活動参加」が「同胞友人希望」に正の効果を
持っていることから、同胞の友人を作ることが民族団体に参加する動機になっていると指摘する 8）

（永吉 2014 : 21）。さらに、「被差別経験」は日本人友人数に対して負の効果をもっており、かつ、同
胞友人数には効果をもっていない。これは、「日本人から差別を受けることは、日本人との親しい
ネットワークを形成することを困難にする一方で、それを補うような同胞との親しいネットワーク形
成を促進するわけではない」ことを意味している。そのため、被差別経験は在日韓国人青年を孤立し
た状況に導きやすくする（永吉 2014 : 20）。
　これらの結果を踏まえると、民族団体への参加過程として、図 1のような例を想定することができ
る。これは「被差別経験」という日本人との関係性を起点とした図式であり、差別経験によって周囲
から孤立した在日韓国人が、同胞友人を求めて民族団体に参加する、という過程を表現している。日
本人との関係性に注目することは、現在、多くの在日韓国人が集住地区を離れ、日本人に囲まれた環
境で生活を送っていることを念頭に置くと重要である（曺 2012; 川端 2013）。そこで、本稿では民族
団体への参加において、日本人との関係性が重要な役割を果たしていた事例を取り扱う。

被差別経験 → 周囲からの孤立 → 同胞友人希望 → 民族団体参加

図 1　先行研究から想定される民族団体への参加過程

　ただし、本稿では日本人と良好な関係性を結んでいる事例にも注目して民族団体への参加過程を検
討する。なぜなら、在日韓国人と日本人との関係性は差別だけではなく、友人や恋人のように、親密
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な関係性を結んでいることも事実であるからだ（永吉 2014; 佐々木 2016）。そこで本稿では、日本人
から差別を受けていた事例と、日本人との関係性が良好であった事例を 1つずつ選定した。対照的な
事例を考察することによって、従来の「被差別経験」を起点としたものとは異なる参加過程を把握す
ることができると考えた。また、差別を受けた事例を考察することで、「被差別経験」から「民族団
体参加」に至るまでの過程をより詳細に把握することができると考えられる。

３　事例

3.1　調査および調査対象者概要
　本稿では、民団の傘下団体である青年会への参加者を事例に、民族団体への参加過程を考察する。
ここではまず、青年会と調査対象者について説明する。
　青年会は前身団体の改編を経て 1977 年に発足した団体である。18 歳から 35 歳までの朝鮮半島に
ルーツをもつ人びとからなる団体で、2022 年時点の会員数は 470 名である。活動内容は親睦活動が
中心で、歴史・文化の学習会なども行われている。現在は、社会運動はほとんど行われていない。
　しかし、青年会の歴史を紐解くと、2000 年代まで社会運動も行われていた。1980 年代には、指紋
押捺拒否運動や、外国人登録証明書の常時携帯義務の改正を求める外登法改正運動、法的地位問題に
伴う居住権確立運動が行われた（在日本大韓民国青年会 2014 : 65-7）。また、1990 年代からは上位
団体である民団とともに、地方参政権獲得運動を展開した。2007 年に民団が行った「永住外国人に
も参政権を！　11・7 全国決起集会」には、青年会からも 100 名以上が参加している（在日本大韓民
国青年会 2014 : 73）。もっとも、当時から社会運動の参加者同士が交流するための親睦活動も行われ
ていた。また、社会運動で出会った在日韓国人同士が個人的に交流し、友人や恋人になることもあっ
た 9）。
　上位団体である民団と同様に、青年会の組織構造は「中央本部」、「地方本部」、「支部」の 3つに分
かれている。中央本部は全国の青年会を取りまとめており、活動方針の策定や全国を単位とした行事
を主催している。地方本部は都道府県を単位としたまとまりである。前述のように、地方本部は現在
9 都府県に設置されている。活動内容は、親睦会を行ったり、伝統楽器の演奏や伝統舞踊といった文
化活動を行ったりと、地方本部ごとに異なっている。最後に、支部は行政市や行政区を単位としたま
とまりである。東京都、愛知県、大阪府に合わせて 6支部が設置されている。ただし、支部の活動頻
度は地方本部よりも少ないため、多くの青年会参加者にとって地方本部が最も身近なまとまりである。
本稿の対象者も、東京都の地方本部である「青年会東京地方本部」（青年会東京）の会員である。
　次に青年会東京について説明する。青年会東京の会員は 2022 年時点で 80 名であり、青年会大阪地
方本部（81 名）に次いで全国で 2 番目に大きな規模の地方本部である。活動内容は親睦行事が中心
である。年間 10 回ほど食事会や親睦会を開催しており、その他には、年 2 回の研修旅行や在日韓国
人の子どもたち向けのサマーキャンプを行っている。それぞれの活動には毎回 15 人から 20 人程度参
加している。語学教室や勉強会、社会運動性のある活動はほとんど行われていない 10）。
　筆者は 2018 年 10 月から、青年会東京の活動への参与観察や参加者への聞き取り調査を行っており、
これまで 20 人に聞き取り調査を行った。本稿では、そのなかでも 2 名の生活史を扱う。対象者であ
る 2 名は日本人との関係性が対照的な事例である。1 名は日本人から差別を受けており、もう 1 名は
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日本人と良好な関係を結んでいた。
　以下では、2名の共通点に注目して民族団体への参加過程を記述する 11）。2 名の共通点とは、まず、
民族団体に参加する背景に「困難の経験」があったことだ。「困難の経験」に注目することで、参加
者にとっての民族団体の意義を明確に捉えることができると考えた。また、2 名は青年会に参加する
までに、他の民族団体に参加した経験がある。2 名が青年会に参加するに至るまでには、他の民族団
体での経験も深く関わっているため、この点にも注目していく。

3.2　A の青年会参加過程
　A は神奈川県で生まれた 20 代の女性である。両親は韓国籍であり、A も韓国籍である。家族は両
親と兄の 4人で、父方の親族の多くは京都府に、母方の親族の多くは神奈川県に住んでいる。
　母方の祖母が韓国語を使用していたこともあり、Aは小学校入学前から、自分の親族について「な
んか周りの人と違うな」と感じていたという。自身が韓国人であることを明確に認識したのは小学生
のときである。親族の結婚式に出席した際に、従兄弟が朝鮮学校に通っていると父親から教えられ、
彼女も在日韓国人であることを教えられた。
　在日韓国人であることを教えられても、A はそのことを気にしていなかったという。しかし、小
学 4 年生のとき、転校先の学校の同級生から名前をからかわれることがあった。A は民族名を日本
語で読む名前で通学していたため、「珍しい名字だから、それで〔同級生から〕笑われた」（〔〕は筆
者補足。以下同様）のである。彼女は、「韓国人だからそんなこと言われなきゃいけないんだ」と
思ったという。
　小学校を卒業後、A は中高一貫の私立の女子校に進学する。同じ学年には A 以外に 2 名の在日韓
国人生徒がいた。A は学校で在日韓国人の友人ができたことが嬉しかったという。A によると、同
級生の 2名はともに朝鮮初級学校からの進学であり、日本人に囲まれた学校生活を不安に思っていた
ようだ。そのため、3人はすぐに打ち解け、友人になった。
　しかし、Aと 2名の在日韓国人の同級生は、日本人の同級生からいじめられていたという。さらに、
教員がいじめを助長することもあった。在日韓国人の同級生はいじめに耐えかねて中学の途中で転校
してしまい、A も高校 1 年のときに退学する。A が中学・高校時代の経験を語ったスクリプトを引
用する。

　〔A がクラスで〕目立つタイプだったから、わりと〔陰口を〕言われてて。私だけじゃなくて、
〔在日韓国人の同級生 2 人を含めた〕3 人ともいじめられてた。先生もひどかったな。部活の自
己紹介で名前を言ったら笑われたから私が怒ったら、私のほうが先生に怒られるしそのあとで親
が呼ばれるってこともあった。あと、私、普段は勉強しなかったけど、たまに頑張ってテストで
いい点取ったと思ったら、〔教員が〕含みをもたせて「カンニングでもしたんじゃないの」って
言う。同級生も先生もずっとそんな感じ。

　高校を退学した後、A は朝鮮高級学校に再入学する。彼女はこの選択について、「親戚が朝鮮学校
に行ってたから、私も行きたい」とかねてより思っており、中学・高校でいじめられた経験によって
その思いがより強くなったからだと説明する。このとき、彼女は 1年生として再入学したため、他の
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同級生よりも年齢が 1つ上であった。
　A が青年会に参加したのは朝鮮学校に在学していた時期である。青年会東京が主催した、子ども
たち向けのサマーキャンプにスタッフとして参加したのがきっかけであった。彼女が青年会の存在を
知った背景には兄の存在がある。彼女の兄がパスポートの申請を行うために民団支部を訪れた際、民
団の傘下団体である「学生会」を紹介され、会員になったのである。学生会と青年会はともに民団の
傘下団体であるため、学生会が発行するダイレクトメールに青年会の情報が掲載されていることが珍
しくない。学生会から A の兄に届いたダイレクトメールにも、青年会が開催するサマーキャンプの
情報が掲載されていた。そして A は、青年会がスタッフを募集していることを知り、これに応募し
たのである 12）。
　この行事が終了してからも A は青年会に関わり続けた。本来、青年会への参加は 18 歳以上に限ら
れるため、彼女は正式な会員になることはできなかった。しかし、当時の青年会東京の会長と話し合
い、兄と一緒に来るのであれば、Aが青年会の行事に参加しても良いと認められたのである。
　会長と話し合って許可をもらう様子からは、A が積極的に青年会に参加しようとしていたことが
窺える。その理由について彼女は、「当時は日本人が嫌いで、関わりたくないって思ってた。それで、
お兄ちゃんから青年会には同年代の人がいっぱい来るって聞いて、在日の友達欲しいな、って思っ
て」いたからだと説明する。当時、彼女は日本人との関係性を断ち切り、在日韓国人の友人を作りた
いと考えていたのである。彼女にとって青年会は、在日韓国人との出会い場であった。
　しかし、A は朝鮮学校に入学したことによって、在日韓国人と出会う機会を得ることができたは
ずである。それにもかかわらず、さらに青年会に加入したのはなぜだろうか。
　この点を理解するためには、朝鮮学校の同級生に対して、A がどのように評価していたのかを理
解する必要がある。A は朝鮮学校の人間関係について、「朝鮮学校は団結力っていうか、ワン・
フォー・オールみたいな魂が」強く、「みんなが人のために動きながら分かち合って、ってできるの
がいい」と評価する一方で、以下のようにも語っている。

　〔在日韓国人の〕友達を作るために朝鮮学校に行ってたけど、やっぱりずっと朝鮮学校の人も
多いから、もっと他の韓国人の友だちも欲しかった。朝鮮学校のことだけじゃなくて、いろいろ
話せる人が欲しかった。……青年会は年齢も仕事も違う。日本学校の人もいれば、朝鮮学校、韓
国学校の人もいるし。いろんな人がいるのが前提だから、朝鮮学校とはまた違う。

　上記スクリプトからは、A が朝鮮学校の同級生だけではなく、年齢、学校歴、職業といった点で、
より多様な在日韓国人との出会いを求めていたことが分かる。この願望の背景には、朝鮮学校が比較
的同質性が高い集団であったということがある。A が通っていた朝鮮学校の同級生の多くは、初級
学校から朝鮮学校に通っており、「朝鮮学校で育ってきた人が多」かったという。「ワン・フォー・
オールみたいな魂」は、長年の学校生活を送ったことで形成されたものだと考えられる。しかし一方
で、「朝鮮学校のことだけじゃなくて、いろいろ話せる人が欲しかった」というように、日常会話で
も、朝鮮学校での生活や、朝鮮学校での共通体験が話題の中心であった。A は高級学校から朝鮮学
校に通い始めたため、こうした環境に完全に馴染むことが難しかったのではないだろうか。A が青
年会に参加した背景には、朝鮮学校の同級生の緊密性に伴う同質性の高さが要因になっていたと推測
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することができる。
　A は青年会に参加することで、「青年会ならでは」の社会関係を築くことができたという。彼女は、

「朝鮮学校には朝鮮学校の友達がいて、青年会には青年会の友達がいて、青年会には青年会の友達に
会うために参加する、って感じ」と説明しており、「20 歳と 35 歳が一緒にお酒飲んだり、イベント
したりってのはやっぱり青年会じゃないとできない」とも述べている。これらの語りは、A が青年
会を多様な在日韓国人の出会い、朝鮮学校とは異なる社会関係を形成する場として位置づけているこ
とを示している。
　A の事例をまとめると以下のようになる。まず、彼女は中学・高校でいじめられた経験から、在
日韓国人との出会いを求めるようになる。高校を退学してからは、親戚の影響もあり、朝鮮学校に入
学した。しかし、彼女にとって朝鮮学校の同級生は同質性が高く、彼女はより多様な在日韓国人との
出会いを求めるようになる。そこで、青年会に参加することで、実際に朝鮮学校以外の場で在日韓国
人との社会関係を形成することができた。

3.3　B の青年会参加過程
　B は千葉県で生まれた 20 代の女性である。両親は韓国籍で、B 自身も韓国籍である。B が 3 歳の
ときに北関東のX県Y市に転居した。
　B は物心がつく頃には自身の家族が日本人ではないことに気づいていたという。祖父母を意味する

「ハイベ」、「ハンメ」という単語 13）が家庭内で使われていたことや、父親が韓国の親族と韓国語で連
絡を取っている様子をみていたからだ。B にとって、家庭で韓国語が飛び交う光景は日常的なもので
あったという。
　B が生活していた Y 市は人口 5 万人程度の小都市であり、在日韓国人が少ない地域であった。学
校には B 以外に在日韓国人の生徒はいなかったという。B は日本人に囲まれる生活であったが、同
級生との関係は良好で、いじめられた経験もなかった。彼女は日本名で小中学校に通っていたが、自
身が韓国人であることを積極的に開示していた。そのため、同級生の多くは彼女が在日韓国人である
ことを知っていた。小学校は同級生が 20 人弱、中学校も 100 人程度と大きな学校ではなく、同学年
の生徒は互いのことをよく知っている間柄であった。「そういえば B ちゃんって韓国人だったよね」
と彼女の民族性が話題になることもあったという。
　B が困難の経験に直面したのは中学生の頃である。当時、B は同じ中学校に通う日本人の男子生徒
と交際していたが、叔父が日本人との交際を強く反対したのである。B によると、この叔父は「私の
家族も含めて親戚は民族意識が強いほうだけど、特に〔民族意識が〕強」かったようだ。叔父から

「中学生の付き合いなのに、『お前はその彼氏のことどう考えてるんだ』とか言われて、『将来のこと
考えてたとしても、日本人だったらだめだ』って言われて、大泣きしたこと」もあるという。
　しかし、B は叔父に対して反発しなかったという。なぜならば、彼女自身も「結婚するなら在日が
良い」と思っていたからだ。その理由として、母親や祖母が、「〔B が〕小さいころから『B ちゃんが
結婚するなら韓国の人がいいなぁ』って言っていたのが印象に残って」いたことを挙げている。また、
B の親族が日本人と結婚した際に、叔父が「あいつは民族を裏切った」と言って激昂している様子を
見て、「私も在日と結婚しないといけないんだ」という思いを強くしたとも説明する。そのため、B
は反発するよりも、「叔父さんから反対されて、やっぱり〔日本人との交際・結婚は〕だめなんだ、っ
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て思うようにな」ったという。そして、「友達の段階でも、この人は日本人だから好きになったらい
けないな、って自分の感情にブレーキをかける」ようになった。
　この経験以降、B は、交際するならば在日韓国人でなければならないと考えるようになった。しか
し、彼女の同級生には在日韓国人がおらず、それは高校に進学しても同様であった。一方、周囲の友
人は男女交際を楽しんでいた。友人たちの様子を見て彼女は自身の境遇を苦痛に感じ、「在日って面
倒くさい」と思うようになる。そして、B は日本人と交際してはいけないという考えと、友人と同じ
ように恋人を作りたいという願望の間で葛藤を抱くようになる。
　しかし、B の悩みは葛藤だけではない。葛藤を相談できる相手が居ないことも、彼女にとって大き
な悩みであった。当時の心境を以下のように説明している。

　普通に日本人として生まれたら、国籍なんて考える必要なかったのに、とは思ってた。……韓
流ブームとかあったから、同級生も「韓国良いよね」って言ってくれるんだけど、私はこれだけ
辛い思いしているのに簡単に言ってるな、って思ってた。……私は在日だからこんなことになっ
て、日本で生きるのがこんなに大変なのに、っていう気持ちがあって。〔日本人の同級生に対し
て〕壁を作ってたと思う。この人たちには私の辛さは分からないだろうな、って思って〔悩み
を〕話すこともなかった。

　B が高校生の頃は、すでに韓国ドラマを始めとする韓国の文化的コンテンツが日本でも定着してい
た。同級生の韓国に対する好意的な印象は、このような背景があってのものだと考えられる。しかし、
B には、同級生の好意的な言動はあくまでも消費の対象である韓国のイメージに支えられたものであ
り、在日韓国人の現実の苦悩や困難が捨象されているように感じられたのである。韓国への好意的な
評価が単純化されたイメージに立脚していたため、B は、在日韓国人であるがゆえに生じる苦悩や葛
藤を、同級生には理解不可能なものだと認識していたのだろう。
　B は自身の悩みを同級生とは共有できないものとして認識していたため、周囲に打ち明けることが
できなかった。このような状況のなか、彼女は「私もこれほど悩んでるし、在日同士で悩みを話し合
うグループがあってもおかしくない」と考え、民族団体に関心をもつようになる。B が青年会の存在
を知ったのはこの時期である。しかし、X 県には青年会地方本部がなかった。そのため、母から教え
られた、民団の別の傘下団体である「婦人会」に参加するようになる。
　B は婦人会に参加したが、彼女は婦人会について「思ってたのとは違っていた」という。なぜなら
ば、まず、婦人会の主な活動は朝鮮の民族楽器の演奏であった。そのため、参加者同士が密なコミュ
ニケーションをとることを目的とした活動ではなかった。また、B にとってより印象的だったのは、
参加者の年齢層が高く、「私だけ若くて浮く」と感じたことである。彼女は、「〔婦人会は〕おばあ
ちゃんがチャンゴを叩くカルチャースクールみたいな会で、私が思ってたのと違うな、ここでは私が
したい話はできないな」と考え、婦人会に参加しなくなる。
　婦人会から離れる際、B は婦人会の会長から青年会豊島支部について紹介される。これをきっかけ
に、B は青年会豊島支部が開催していた韓国語教室に参加するようになる。彼女は語学教室の印象に
ついて、「居心地良かった。いままでずっと周りに日本人しかいなかったから、みんな在日で、韓国
語の単語が飛び交う感じで、そこに親近感とか安心感があった」と語る。語学教室への参加をきっか
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けに、彼女は青年会東京の会員とも知り合いになり、互いに似通った悩みを打ち明け合う友人を見つ
けることができた。Bは高校卒業後、正式に青年会東京の会員になる。
　B にとって、青年会は初めて同年代の在日韓国人と出会う場であった。青年会での在日韓国人との
出会いは、彼女の民族観が変化するきっかけとなり、悩みへの向き合い方に変化をもたらした。

　青年会で知り合った帰化した男の子が、「国籍とか民族なんて人間が作ったルールだよ」って
言ってて。そのとき、私がいままで悩んでたことはなんだったんだ、って思って。目がさめた感
じ。恋愛にしても、私がいままで在日にこだわってたのは何だったんだ、って〔思った〕。

　B は青年会での在日韓国人との出会いを通して、国籍による分節は恣意的なものであるという認識
を獲得する。そして、徐々に「叔父さんがなんて言おうと、好きな人が日本人でもそれは別にいいと
思う」ようになったという。
　B の事例をまとめると以下のようになる。まず、彼女は日本人と良好な関係を結んでおり、日本人
の同級生と恋人関係になる。しかし、叔父は彼女が日本人と交際することを強く反対した。また、彼
女は日本人と交際してはいけないという思いと、友人と同じように恋人を作りたいという思いの間で
葛藤を抱くが、この葛藤を相談する相手が居なかった。この 2つが彼女にとっての困難の経験である。
特に、後者の悩みは彼女が民族団体に関心を抱くきっかけとなった。そこで、彼女は婦人会に参加す
る。しかし、婦人会では自分の目的を達成できないと判断し、その後、青年会に参加することで悩み
を打ち明ける友人を作ることができた。また、青年会で出会った帰化した在日韓国人との出会いは、
彼女の民族観が変化するきっかけとなり、悩みは少しずつ解消されていった。

４　考察

4.1　民族団体参加過程の考察――「困難の経験」と「周囲からの孤立」
　ここまで A と B が青年会に参加するまでの過程を記述した。図 2 は、2 名の民族団体参加過程を
まとめたものである。
　図 1 との違いは 2 つある。1 つは参加過程の起点を「被差別経験」から「困難の経験」に変更し、
その内容を「被差別経験」と「個人化」に分節化した点である。これは、「困難の経験」が「被差別
経験」に限定されないこと、また、「被差別経験」以外の「困難の経験」が民族団体に参加するきっ
かけになったことを示している。

困難の経験
（被差別経験・個人化） → 周囲からの孤立

（社会的孤立・心理的孤立） → 同胞友人希望 → 民族団体参加

図 2　事例をもとにした民族団体への参加過程

　A の場合、「被差別経験」が民族団体参加の起点になった。彼女は中学・高校で同級生からいじめ
られており、これが彼女にとって困難の経験であった。A が「当時は日本人が嫌い」と民族カテゴ
リーを使用して語っているように、彼女は同級生からのいじめを民族差別として経験していたといえ
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るだろう。そして、被差別経験をきっかけに、彼女は日本人との関係性を断ち切り、在日韓国人と関
係性をもちたいと考えるようになった。A の事例は、先行研究から想定される「被差別経験」が起
点となった民族団体参加過程と合致している。
　一方、B の事例は先行研究とは異なる過程を辿っている。彼女の生活史では「被差別経験」が語ら
れていないからだ。彼女にとって困難の経験とは、日本人の恋人との交際を叔父から反対されたこと
であった。また、日本人と付き合ってはいけないと考える一方で、友人と同じように恋人を作りたい
という葛藤があり、それを周囲に打ち明けることができないということも、彼女にとって困難の経験
であった。そして、彼女は自身の悩みを相談できる在日韓国人との出会いを求めて民族団体に参加し
た 14）。
　B が置かれた状況は、川端浩平がいう「個人化」に合致する。在日韓国人の個人化とは、在日韓国
人と、民族団体を始めとするエスニックな共同体とのつながりが弱体化することである。川端は、在
日韓国人を個人化へ促す力学の 1つとして、在日韓国人集住地区の解体を挙げている。在日韓国人集
住地区から離れ、日本名を用いて生活することは、在日韓国人にとってスティグマから解放されるこ
とを意味していた。一方で、非集住地区での生活によって、エスニックな紐帯が弱体化していった

（川端 2013 : 159-60）。しかし、個人化は在日韓国人がエスニシティに無頓着になったことを意味し
ているわけではない。差別を始めとした、「エスニックなものがいわば不可避的に回帰、あるいは新
たに立ち上がって」（川端 2013 : 182）くる経験を通じて、在日韓国人は個人化した状況下であって
も、エスニックな帰属感覚を形成しているからだ（川端 2013 : 156）。
　川端の議論に引きつけると、B は個人化した環境であるからこそ、エスニックな共同体である民族
団体に参加したといえる。B の生活環境は、周囲を日本人に囲まれたものであり、典型的な個人化し
た環境であった。このような環境では、「民族と恋愛」に関する悩みを相談する相手はほとんどいな
い。そこで B は、困難な状況を解消するために在日韓国人と出会うことができる場を求め、民族団
体に関心をもつようになったのである。つまり、個人化した環境においては、民族に関わる悩みを日
常的な社会関係の範囲では共有できないからこそ、民族団体に参加することが重要な選択肢になるの
である。
　困難の経験は、2 名を「周囲からの孤立」へと導いた。しかし、「周囲からの孤立」は 2 つに分節
化することができる。これが図 1と図 2 を比べた際のもう 1つの違いである。
　「周囲からの孤立」の 1 つは、周囲の人びとと良好な関係性を築くことができない「社会的孤立」
と呼べるものである。これは、A の事例にみることができる。A は同級生からのいじめによって、
日本人との良好な関係性を構築できない状況であった。また、いじめを受けたことで、A 自身も日
本人との関係を断ちたいと考えるようになった。被差別経験は、差別者による排除と、被差別者によ
る忌避を通じて、社会的孤立を帰結したのである。
　一方、B の場合は事情が異なる。彼女は日本人から排除されておらず、良好な関係であった。しか
し、「壁を作っていた」という語りからは、彼女が孤立感を抱えていたことが窺える。B は客観的に
は孤立していないようにみえるが、主観的には「周囲からの孤立」を感じていたのではないだろうか。
こうした主観的な孤立状況を、「心理的孤立」と呼ぶことができる。
　心理的孤立は個人化と関連していると考えられる。なぜならば、彼女の孤立感は、周囲に日本人し
かいない環境に由来しているからだ。前述のように、彼女の周囲の日本人は、韓国に対して好意的な
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イメージを持っていた。しかし、それは消費の対象としての韓国というイメージに立脚するもので
あった。そのため、B は周囲の人びとには在日韓国人が抱える苦悩が理解できず、悩みを共有できな
いと考え、心理的孤立に陥ったのである。B の事例は、在日韓国人の心理的孤立を理解するためには、
日本人との関係性だけではなく、個人化が在日韓国人にとっていかなる経験をもたらすのか、といっ
た点にも目を向ける必要があることを示している 15）。
　このように、2 名が民族団体に参加する背景には、「困難の経験」と「周囲からの孤立」があった。
これらの経験を背景に彼女たちは民族団体に参加するが、初めに参加した団体はいずれも青年会では
なかった。2 名はそれぞれ、朝鮮学校と婦人会に参加し、その後、青年会に参加するようになったの
である。つまり、民族団体を「渡り歩く」過程が共通している。「渡り歩く」過程は民族団体の意義
を考えるうえでも重要なものであるため、次にこの点を考察していく。

4.2　民族団体の現代的意義――民族団体を「渡り歩く」過程
　2 名が民族団体を渡り歩いた理由は、社会関係のさらなる豊富化や、有用な社会関係の獲得を達成
するためであった。この点は、民族団体の現代的意義が、他の在日韓国人と出会うことができる「結
節点」としての役割にあることを示している。この点を説明するために、彼女たちが民族団体を「渡
り歩く」過程をみていく。
　A は朝鮮学校に入学したことで、在日韓国人の友人を獲得することができた。彼女は朝鮮学校の
人間関係を好意的に評価していた。しかしその一方で、朝鮮学校以外の場で在日韓国人と出会いたい
と考えるようになった。なぜならば、彼女は朝鮮学校を、「狭い社会」と感じていたからである。

「やっぱりずっと朝鮮学校の人も多いから、もっと他の韓国人の友だちも欲しかった」という語りは、
同級生の同質性の高さによって彼女が朝鮮学校に「狭さ」を感じていたことを示唆している。
　朝鮮学校が同質性の高い「狭い社会」であることは、これまでも朝鮮学校出身者自身によって言及
されている（川端 2013 : 172 ; 山本 2022 : 304）。特に、Aは高級学校から朝鮮学校に通い始めたため、
朝鮮学校の「狭さ」をより一層強く感じたと推測することができる。そして、「狭さ」の感覚によっ
て、彼女は多様な社会的背景をもった在日韓国人との出会いを求めるようになった。彼女にとって青
年会は、朝鮮学校の同級生とは異なる社会的背景をもった在日韓国人との社会関係を獲得するための
場として機能していたのである 16）。
　B は悩みを共有する相手を求めて婦人会に参加した。しかし、婦人会は彼女の目的を達成できるよ
うな場所ではなかった。参加者層や活動形態が、恋愛に関する悩みを相談する場としてはふさわしく
なかったのである。一方、青年会は同世代の在日韓国人と出会うことができる場であり、婦人会より
も B の目的に適合的な団体であった。実際に、B は悩みを打ち明ける相手を見つけることができた。
また、帰化した在日韓国人との出会いは、彼女が民族観を再考するきっかけとなり、悩みへの向き合
い方も変化していった。B は青年会に参加することで、自身の目的を達成するための社会関係を獲得
することができたのである。
　2 名が民族団体を渡り歩いた過程をみると、民族団体は、参加者が在日韓国人との社会関係を獲得
することができる「結節点」としての役割をもつことが分かる 17）。この役割は在日韓国人が社会的・
心理的孤立を解消するためには重要であり、民族団体の現代的意義の中核的要素である。
　ただし、2 名が民族団体を「渡り歩く」過程をみても分かるように、参加者は他の在日韓国人と出
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会えるならば誰でも良い、と考えているわけではない。参加者は民族団体を選択して参加している。
そして、民族団体の選択基準は自身の目的に適う社会関係を獲得することができるか否か、という点
である。そのため、民族団体の意義を理解するためには、参加者が民族団体に参加しようとする目的
や、その目的の背景にある経験に注目しなければならない。言い換えれば、民族団体への参加を個人
の行為選択として捉え、その行為選択に至るまでの過程を理解することで、参加者にとっての民族団
体の現代的意義をより明確に把握することができる、ということだ。

4.3　民族団体への視点の転換――「運動体としての民族団体」から「結節点としての民族団体」へ
　前節では、民族団体が結節点としての役割をもっていることを指摘した。表 1は民族団体がもつ結
節点としての役割の特徴を明確化するために、これまで民族団体が果たしてきた「運動体」としての
役割と比較したものである。ここでは、民族団体が誰にとって意義があるか（対象）、なぜ民族団体
に意義があるのか（根拠）、という点に注目した。

表 1　民族団体の役割の比較

民族団体の役割 対象 根拠

運動体 在日社会 差別撤廃・権利獲得

結節点 民族団体への参加者 在日韓国人との社会関係の獲得

　本稿の冒頭でも説明したように、長い間、民族団体は差別撤廃運動や、在日韓国人の権利獲得運動
を展開するための中核としての役割を果たしてきた。そのため、民族団体は従来、運動体としての役
割を担っていたといえる。この役割に注目すると、民族団体は政治的課題の解決を通して、日本社会
で生活する在日韓国人全体、すなわち在日社会に貢献してきたということができる。
　一方本稿では、民族団体が他の在日韓国人と出会うことができる、結節点としての役割を担ってい
ることを指摘した。民族団体が、参加者が他の在日韓国人と出会うことができる結節点になっている
ことを踏まえると、民族団体は在日社会全体というよりも参加者に対して意義のある団体として捉え
ることができる。
　このように、民族団体にはその役割に応じて、「運動体としての民族団体」と、「結節点としての民
族団体」の 2 つの側面がある。そのうえで、本稿では、事例の考察を通して、「結節点としての民族
団体」が現代において重要な意義を持っていることを強調してきた 18）。なぜならば、「結節点として
の民族団体」という観点は、民族団体を対象とした研究を展開するうえで、2 つの利点があると考え
られるからだ。
　1 つは、民族団体の自己認識に即して、民族団体の実態を捉えることができる点である。民族団体
の自己認識の変化とは、在日韓国人の政治的課題が徐々に解消したことによって、運動体としての役
割の重要性が相対的に低下した一方で、在日社会の多様化や、個人化に伴うエスニックな紐帯の弱体
化によって、結節点としての役割の重要性が高まってきたことである。実際に、民族団体のなかには、
政治的課題を克服するための運動という従来の運動観から、「『集まること』自体を『運動』として見
直す姿勢」へと転換した団体が存在しているという報告がある（孫・片田 2013 : 154）。これは、民
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族団体の自己認識が「運動体としての民族団体」から「結節点としての民族団体」へと変化したこと
を示唆している。「結節点としての民族団体」という観点は、民族団体の自己認識の変化を踏まえつ
つ、民族団体の実態を捉えるために有効である。
　もう 1 つの利点は、「結節点としての民族団体」という視点を採用することで、民族団体の再生産
を、個人の経験に立脚して把握することができる点である。従来の研究では、民族団体は衰退しつつ
あるものとして捉えられてきた。これは確かに妥当な指摘である。しかし一方で、本稿でも示したよ
うに民族団体は現在もなお参加者にとって有意義なものであり続けている。そのため、民族団体の衰
退は参加者にとって重大な問題なのではないかと推測することができる。このような事態を踏まえる
と、今後の在日研究にとっても、民族団体の再生産の条件を明らかにすることが重要な研究課題にな
るだろう。
　民族団体の再生産の条件を考える際には、個人の経験を射程に含んだ視点から研究を行うことが有
効だと考えられる。なぜならば、個人化の進展によって、エスニックな帰属感覚は個人の内面といっ
た私的領域で育まれるようになっているといわれているからだ（川端 2013 : 191-3）。この指摘は、
在日韓国人が帰属感覚を培い、民族団体を始めとしたエスニックな共同体に参加する条件を把握する
ためには、個人の経験をつぶさに追う必要があることを示唆している。つまり、民族団体の再生産は、
個人の経験とセットで考える必要があるということだ。
　「結節点としての民族団体」という観点は、民族団体を参加者個人にとって意義のあるものと捉え
る。そのため、なぜ個人が他の在日韓国人との出会いを求め、民族団体に意義を見出すようになった
のか、という問いを立てることが可能になる。つまり、「結節点としての民族団体」という観点は、
個人が民族団体に意義を見出すまでの経験を射程に含むということである。ゆえに、個人の経験に即
して民族団体の再生産の条件を把握するにあたって、有効な観点であると考えられる。

５　結論

　本稿では、民族団体参加者の事例をもとに、民族団体への参加過程および現代における民族団体の
意義について考察した。そして、民族団体の現代的意義を踏まえた「結節点としての民族団体」とい
う観点が、今後の研究においていかなる可能性をもちうるかを検討した。本稿で得られた知見は以下
の 3つである。
　1 つ目は、民族団体への参加過程を提示したことである。本稿では、「困難の経験→周囲からの孤
立→同胞友人希望→民族団体参加」という図式を提示した。これは一見すると先行研究と似通ったも
のであるが、「困難の経験」を「被差別経験」と「個人化」に、「周囲からの孤立」を「社会的孤立」
と「心理的孤立」に分節化した。現代の在日韓国人の困難の経験や周囲からの孤立を理解するために
は、被差別経験だけではなく、個人化がもたらす経験を視野に含める必要があるということだ。個人
化は時代が下るにつれて進展している現象であることを踏まえると、本稿で提示した民族団体参加過
程の図式は在日韓国人のなかでも、若い世代の人びとに当てはまると考えられる。
　2 つ目は、現代における民族団体の意義が結節点としての役割であることを示した。結節点として
の役割が、困難の経験に直面し、周囲から孤立した状況にある在日韓国人にとって重要であることは
事例をみても明らかである。ただし、参加者は、民族団体であればどれでも良いと考えているわけで
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はない。自身の目的に適合的な社会関係を獲得することができる民族団体に参加し、定着する。その
ため、民族団体の現代的意義を十全に把握するためには、個人の経験に注目し、民族団体への参加を
行為選択として捉えなければならない。
　3 つ目は、民族団体が誰にとって、なぜ意義があるのか、という点に注目して、民族団体の役割を
運動体と結節点の 2 つに分けて比較した。そして、「結節点としての民族団体」という観点がもたら
す研究上の利点を 2 つ示した。1 つは、近年の民族団体の自己認識の変化に即して実態を把握するこ
とができるという点である。もう 1つは、民族団体の再生産に関する研究を、個人の経験に立脚して
展開することができるという点である。
　本稿では、民族団体が他の在日韓国人と出会う結節点となっていることを示した。個人化の進展を
踏まえると、結節点としての役割は在日韓国人にとって重要である。なぜならば、個人化した環境で
生活する在日韓国人のなかには、「日本社会のなかで差別など様々な経験を重ねるうちにエスニシ
ティへの結びつきを求める者も多い」（川端 2013 : 165）ことが指摘されているからだ。民族団体は、
個人化した環境で生活している在日韓国人にエスニックな結びつきを提供することができる貴重な場
であるといえる。よって、民族団体の衰退だけではなく、その現代的意義にも注目する必要があるだ
ろう。さらに、民族団体やその参加者に関する研究は、これらを 1つの要素とする在日社会の理解を
深めることにもつながると考えられる。
　最後に、今後の課題をいくつか述べる。本稿では、2 名の事例しか扱うことができなかった。その
ため、図 2 で提示した民族団体への参加過程は、在日韓国人全体に当てはまるというわけではなく、
在日韓国人が民族団体に参加する際のバリエーションの 1つという位置づけに留まる。民族団体参加
過程の全体像を把握するためには、今後も調査が必要である。本稿では日本人との関係性に焦点を当
てて事例を選定し、考察したが、家族や親族といった在日韓国人同士の関係性が民族団体参加に与え
る影響も視野に含める必要がある。
　また、民族団体参加者同士の社会関係の形成についても検討する必要がある。この点は、民族団体
が結節点としての役割を果たしていることをより説得的に示すためにも重要である。特に、地域社会
における在日韓国人同士の社会関係に関する研究との比較が重要となる。このような研究の多くは集
住地区をフィールドとしたものであるが（原尻 1989; 島村 2010; 谷 2015）、民族団体での社会関係は、
集住地区での社会関係と比較したときにどのような独自性があるのだろうか。この点を明らかにする
ことで、現代における民族団体の性格や意義をより明確に把握することができると考えられる。今後
は、これらの課題に取り組んでいく。

［注］

1）本稿では、谷富夫による「在日韓国・朝鮮人」の定義（谷 1995 : 135）を参考に、在日韓国人を
「戦前・戦中の植民地支配のもとで朝鮮から日本へ来たものとその子孫で、韓国籍を持っている
か、もしくは、日本国籍を取得した後も在日韓国人としての一体感や帰属意識を抱きつつ日本に
定住している人びと」と定義する。

　　本稿では「在日朝鮮人」や「在日コリアン」ではなく、「在日韓国人」という語を用いる。その
理由は、本稿が対象者の「困難の経験」を扱うからである。そして、韓国籍の人びとと朝鮮籍の
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人びとでは、国家間の関係を考慮に入れると、困難の経験が質的に異なっていると考えられるか
らである。現在の日本では、朝鮮籍の人びとは朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）に帰属してい
るとみなされがちである（李 2021 : 3-5）。ゆえに、朝鮮籍の人びとの困難の経験は、拉致問題
を始めとした、日本と北朝鮮との間で生じている事象の影響を受けていると予想される。一方、
日本と韓国との間にも歴史認識を巡る問題など、論争的な事象が存在している。しかし、韓流コ
ンテンツが日本に定着しているように、文化交流は盛んであるため、日本人が韓国に対して抱く
イメージは北朝鮮に対するそれとは大きく異なると考えられる。こうしたことを踏まえ、困難の
経験を扱う本稿では、韓国籍と朝鮮籍を一括りにせず「在日韓国人」という呼称を用いる。なお、
先行研究には「在日朝鮮人」や「在日コリアン」という呼称を用いているものもあるが、これら
はすべて本稿における「在日韓国人」を含む集団を指している。

 2）在日コリアン青年連合は 2022 年 7 月 31 日に解散している。しかし、団体の解散後も有志によっ
てハングル講座や学習会は続けられている（在日コリアン青年連合 2022）。

 3）たとえば、李洪章は、在日社会の変化を旧来の組織は把握しきれておらず、「アクティヴィズム
と生活世界とのあいだに大きな認識のズレが生じ、結果として急速に求心力を失うことになっ
た」（李 2016 : 37-8）と指摘している。

 4）例外的に、朝鮮学校を対象とした研究は近年も行われている（宋 2012; 曺 2012; 山本 2022）。し
かし、民団を対象とした研究は、傘下団体を含めてもほとんど行われていない。

 5）東京都には「民団東京地方本部」と、「民団西東京地方本部」の 2つが設置されている。
 6）2019 年 2 月 13 日に行った民団大田支部での聞き取り調査による。
 7）民団の傘下団体には、20 歳以上の在日韓国人女性からなる「在日大韓民国婦人会（婦人会）」や、

朝鮮戦争に自主参戦した在日学徒義勇軍やその遺族による「在日学徒義勇軍同志会」、事業を
行っている人びとの団体である「在日韓国商工会議所（韓商連）」などがある。婦人会は傘下団
体のなかでも最も大規模な団体だが、後継者不足が生じている。ただし、婦人会は現在も 45 の
地方本部が存続しており、青年会に比べ組織離れは緩やかである。

 8）「同胞友人数」と「民族団体活動経験」が「同胞友人希望」に効果をもつことから、これらの要
因の間に正のフィードバックがあることを想定することができる。つまり、同胞友人を作りたい
と思った人が民族団体に参加し、そこで実際に同胞友人を獲得する。そして、獲得した同胞友人
がさらなる同胞友人希望に結びつき、同胞友人を獲得するために再び民族団体に参加する、とい
う過程である。これは、民族団体への参加継続過程を検討する際に重要な仮説として位置づける
ことができる。ただし、本稿はあくまでも参加過程に注目したものであるため、参加継続過程に
関する仮説をここで提示するに留めておく。

 9）2020 年 11 月 21 日に行った青年会愛知地方本部元会長への聞き取り調査による。
10）筆者が調査を行った 2018 年から 2022 年の間では、青年会東京が開催した勉強会は 2 回だけで

あった。そのうちの 1 回は広島への研修旅行の事前学習として、原子力爆弾の被害に関するド
キュメンタリー映画を鑑賞するというものであり、在日韓国人と関連のある内容ではなかった。
ただし、中央本部が主催する組織運営の講習会や、「2.8 独立宣言」に関する勉強会に出席する参
加者も一定数おり、学習的な活動にアクセスすることは可能である。

11）Aへの聞き取りは 2019 年 6 月 27 日に、B への聞き取りは 2019 年 2 月 25 日に行った。調査は聞
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き取りデータを研究上の目的に使用することを伝えてから行った。
12）青年会に加入できるのは 18 歳からであるが、サマーキャンプのスタッフに関しては高校生の応

募を認めている。サマーキャンプのスタッフは「運営スタッフ」と班をまとめる「リーダー」、
「サブリーダー」の 3種類あり、高校生は「サブリーダー」に応募することができる。

13）「ハイベ、ハンメ」は祖父・祖母を意味する。韓国語では祖父母を「ハラボジ、ハルモニ」と言
うが、Bによると、「ハイベ、ハンメ」はこれらが訛ったものである。

14）もっとも、この葛藤を解消するためには「在日韓国人の恋人を作る」という方法もある。そのた
め、B は在日韓国人の恋人を作るために民族団体に参加したという解釈もあり得るかもしれない。
しかし、B が最初に参加した民族団体が婦人会であることを踏まえると、彼女が民族団体に参加
した理由は在日韓国人の恋人を作るためではなく、悩みを共有できる相手を求めてのことであっ
たと考えるのが妥当である。

15）一般的には、被差別経験が社会的孤立だけではなく心理的孤立を伴うことも多いと考えられる。
ここで記述した「被差別経験と社会的孤立」や「個人化と心理的孤立」という組み合わせは、事
例の特徴を明確にするために単純化して表現したものである。

16）A が評価している人間関係のあり方は、同質性の高さに支えられている部分もあるだろう。ゆ
えに、彼女にとって朝鮮学校の「狭さ」は両義的なものであったと解釈するのが適切である。

17）結節点という表現は、曺慶鎬による朝鮮学校の研究を参考にした（曺 2012）。曺は、朝鮮学校生
徒への聞き取り調査から、朝鮮学校コミュニティが「日本各地に散らばる朝鮮学校在学経験者た
ちのネットワーク」から成り立っていると指摘している。そして、コミュニティ形成において、
朝鮮学校は「集住地域や散住地域の区別なく、日本各地の朝鮮学校在学経験者のネットワークを
可能にする結節点」としての役割を担っているという（曺 2012 : 124）。本稿で確認した民族団
体も、必ずしも集住地区で生活しているわけではない在日韓国人同士が社会関係を形成する場と
しての役割を担っている。そのため、曺が指摘した朝鮮学校の機能と重なるところが大きいと判
断し、「結節点」と表現した。

18）もっとも、3.1 でも述べたように、かつての青年会も運動体としての役割のみがあったわけでは
なく、そこで在日韓国人同士の関係が生まれる結節点としての役割もあった。よって、青年会に
関してより正確にまとめるならば、「かつては運動体と結節点の 2 つの役割を持っていたが、現
在では結節点としての役割が中心となっている」となる。
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What is the Contemporary Significance of Ethnic Organizations
for Koreans Living in Japan?:  A Case Study on Participants

in Korean Youth Association

KINOSHITA, Keito

Abstract

　In studies about Koreans living in Japan, the contemporary significance of the ethnic 
organizations was overlooked, while the previous studies mainly looked at their decline. For 
example, the Korean Residents Union in Japan is criticized due to its excludability of Japanese-
Korean mixed people. However, considering that there are still participants today, the ethnic 
organizations are significant for Koreans living in Japan. Therefore, this paper clarifies the 
contemporary significance of ethnic organizations by examining process that Koreans living in 
Japan participate in them. There are three findings in this paper. First, ‘experience of hardship’ 
and ‘isolation’ are relevant to participation in ethnic organizations. Second, the contemporary 
significance of ethnic organizations is playing the role of ‘hubs’ for Koreans living in Japan. Finally, 
by considering ethnic organizations as hubs, we can research on reproducing of the ethnic 
organizations in terms of members’ living experiences.
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